
問1

問2

問3
貴社が取引先(販売先)との円滑な価格交渉・価格転嫁を進めるために、重視している取組みは何です
か。当てはまるものについて3つ以内でお答えください(複数回答)

 　　  中小企業における価格転嫁について

貴社では、ここ数年(2020年ごろから)の原材料・仕入価格の上昇分を、どの程度販売価格に転嫁で
きていますか。

貴社では、ここ数年の労務費・人件費の上昇分を、どの程度販売価格に転嫁できていますか。
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1. 100%転嫁できている

2. 80～100%程度転嫁できている

3. 50～80%程度転嫁できている

4. 20～50%程度転嫁できている

5. ０～20%程度転嫁できている

6. 全く転嫁できていない

7. 転嫁どころか販売価格は低下している

8. そもそも上昇していない

9. わからない

令和8年6月度 特別質問

（信金中金設問）
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1. 100%転嫁できている

2. 80～100%程度転嫁できている

3. 50～80%程度転嫁できている

4. 20～50%程度転嫁できている

5. ０～20%程度転嫁できている

6. 全く転嫁できていない

7. 転嫁どころか販売価格は低下している

8. そもそも上昇していない

9. わからない
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1. 値上げの事前説明・周知

2. 取引先との価格協議

3. 競合他社の価格動向の把握

4. 価格設定ルールの見直し

5. 納期や個別ニーズ等への柔軟対応

6. 製品・商品・サービスの付加価値向上

7. 値引きや無償対応の防止

8. 公的支援機関への相談活用

9. その他

0. 特にない



問4

問5

貴社が価格転嫁を進めるうえでの課題は何ですか。当てはまるものについて3つ以内でお答えくださ
い。(複数回答)

今後、貴社が円滑な価格交渉・価格転嫁を進める上で、行政に重視してほしいと感じる取組みはあり
ますか。
当てはまるものについて3つ以内でお答えください。(複数回答)

289

93

40

73

68

42

33

3

3

154

1. 価格転嫁を促すガイドラインの強化・周知

2. 価格転嫁の根拠となる物価指数の提示

3. 価格交渉に関する相談窓口の充実

4. 価格交渉・転嫁の事例共有

5. 業種ごとの標準的な価格転嫁ルールの作成

6. 不公正な取引の取締りの強化

7. 大企業への指導・監督の強化

8. 紛争時における仲介機能の強化

9. その他

0. 特にない
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1. 競合他社が値上げしていない

2. 取引先が値上げ交渉に応じない

3. 値上げによる顧客離れや取引停止が心配

4. 値上げの根拠となる説明資料が足りない

5. 従来からの価格が固定化している

6. 価格変更のタイミングが難しい

7. 価格交渉ができる人材がいない

8. 業務多忙のため対応する余裕がない

9. その他

0. 特に問題はない


